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各紙も新ルートの問題点を報道

新聞も「世界一着陸難しい空港に」
国際航空協会が「急角度 変更を」と危険性指摘
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※国土交通省東京航空局の測定結果より。ただし港区は東京都の測定結果。
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　試験飛行では右図のように空港から離れた場所でも最大70デシベル（主要幹線
道路沿いの騒音）以上、空港に近い区では80デシベル（地下鉄車内やゲームセン
ター店内）を超えました。これまでの国の説明と大違いの騒音です。騒音が３
０秒続く場所も多く、まさに「空がひっきりなしに鳴っている」状態。住民から
は「このごう音が毎日続くなんて耐えられない」など悲鳴が寄せられています。
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　ごう音とともに住民が驚いたのは、「機影が大きすぎる、怖い」という威圧
感。「こんな低く飛ぶとは思わなかった」、「ボールを投げたら当たるのではな
いか」、「この機影を毎日見ると精神的にまいってしまう」との声も…。
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都
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国
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　かつて陸上にルートが設定され都民を悩ませていた羽田の飛行機騒音、そして
様々な危険。「騒音をなくそう」、「ルートを変えて」と立ち上がった住民の粘り強い運
動によって、東京湾上空を飛ぶルートに切り替えさせてきたのです。
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「世界に類を見ない落下物対策がとられた」と言うが
落下物の　　
原因となりうる部品欠落は逆に増えている
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事故が起きたらとりかえしがつきません

五輪後も続く計画です。　　命や健康を犠牲にした「経済成長・増便」は本末転倒です。
「五輪」を理由にしますが 「経済成長のために増便が必要」と言いますが
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▲都議会の予算特別委員会
　（3月9日）で
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　試験飛行を体験した住民のみなさんが、その異常さに驚き、急速に
運動が広がっています。これまで新ルートの見直しを求める運動を続
けてきた区に加え、新たな区でも運動が進んで、今や新ルートの影響
を受ける場所のほとんどで、住民運動が取り組まれています。
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　国際定期航空操縦士協会連合会は、今
年1月20日、羽田新ルートに対し「（着陸の
さいの急な進入角度は）ほとんどのパイ
ロットが経験したものと大きく異なる」、
「ハードランディングの発生が増加する可
能性がある」など懸念を示しました。
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▲マンションの屋上で、港区の住民から話を
聞く（左から）吉良よし子参院議員、（一人おい
て）笠井亮衆院議員、山添拓参院議員。
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　左図のように落下物事故の原因
となりうる飛行機の部品欠落は、直
近１年で毎日２個起きています。離
着陸時に多く起こると言われる落
下物事故を避ける一番の対策は、
「発着ルートは都心や住宅密集地
を避ける」こと。東京湾を使ったこれ
までのルートに戻すべきです。
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